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〔要旨〕 データ通信方式や電子交換方式では，データの速度変換，セ v センプルまたは処理の待合わせの

ために，一時記憶用のパップァメモリが設備される.パ v ファメモリの容量の設計は，データそのものを

客とみれば，有限容量の待ち行列の問題に帰せられる.

本論文では，有限容量の待ち行列のうち，基本的なモデルである MjGj1(N) について解析した.まず，

補助変数として経過サーピス時聞を含んだ状態方程式をラプラス変換により解き，過渡的な状態確率のラ

プラス変換を求めた.つぎにその結果を用いて， busy period 長の確率密度のラプラス変換と平均値，お

よび待ち時間の確率密度のラプラス変換と平均値などを得た.また，任意時刻の定常確率も求められてい

るため，有限容量のために生じるオーパーフローの確率も計算ーできる.
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〔要旨〕 相補的凸形計画問題Pはつぎのように書かれる.
?包

目標関数一。。+EM-Zj)→最大

旬

拘束条件。ρ忍仰j， i=以 , ml 

gt(X) 三二 0， i=l, 2, …，制2

XpXq=O for (xp, Xq) εC 

Xj二三 0， j=1, 2, …, n 

ただし， gt(x) は凸関数， C は与えられた変数対の集合である. 相補条件町内=0 のために， xp と Xq

の一方はかならず 0 となり Pの許容領域はもはや凸集合ではない.

本論文では， Pを解くために 3 種のカットを用いて切除平商法を構成し有限回のくり返しで L1-網

最適解に収束することを示す. L1-網最適解は新しく導入された概念であって，一般には，近似最適解であ

る. しかし，L1 を十分小さくとることによって L1-網最適解を真の最適解にいくらでも近づけることが

でき，また， m2=0 の場合には， .:1を適当に選ぶことによって，真の最適解に等しくすることができる.
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